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平成１９年度 第６回定期研究会 議事録 

 

日時 ：平成20年2月20日(水) 16：00～17：30 

場所 ：愛知工業大学 本山キャンパス ３階 大講義室  

 

出席者：久保，宇佐美，小塩，渡邉（名城大）,青木，鈴木（愛工大），葛，石川（名大）,中野（愛知県），    

森谷（海洋架橋），神田（八千代E），青嶌(中部復権C)，坂井田（帝国C），藤澤（新三重）， 古田土（トピー），

織田（瀧上），山田，神頭，水野（日車）  

19名(敬称略)   

 

1.定期研究会（鈴木研究会担当幹事） 

講演題目 「新潟県中越沖地震から学ぶ原子力発電所の耐震安全性の課題」 

講演者   愛知工業大学  入倉 孝次郎 客員教授 

講演内容 

  新潟県中越沖地震を受けて、今後の原子力発電所の耐震安全性を確保するために、適切な基準地

震動評価など、検討すべき事項ついて講演して頂いた． 

新潟県中越沖地震（MJMA6.8）は原子力発電所の極近傍に発生し、それにより発電所の建物・施設

が震度7の強震動の直撃を受けた．原子炉の基礎版で記録された地震動は耐震設計のために想定さ

れた地震動のレベルを最大で約2.5倍も上回るものであった。今回の地震は原子力発電所の耐震安

全性に大きな問題を投げかけた。新潟県中越沖地震により学ぶことができた，適切な基準地震動評

価のために考慮すべきことは以下の通りである． 

・個別サイトに影響を及ぼす地震の発生地域における地形・地質調査の徹底と検討用地震の選定

に関して「ひずみ集中帯」など地震に関わる構造帯の地域的特性の考慮． 

・震源を特定して策定された地震動評価のための活断層に関する調査方法の確立と地震動評価の

高精度化。 

・中越沖地震は気象庁マグニチュード 6.8で、この程度の規模の震源断層が事前に特定できるか

どうかについて地震に関わる構造帯の地域的特性と関連した検討が必要とされている。 

 

地震動は動的解析時の構造物の挙動特性に大きな影響を与えるものであるため，講演者の関心

は高く非常に活発な質疑が行われた． 

 

2.名城大学「高精度制震実験・解析研究センター」開所記念講演会の案内を宇佐美先生が行った． 

 

以上// 
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講師 
 愛知工業大学 地域防災研究センター 客員教授 

入倉 孝次郎 
  
  
題目： 「新潟県中越沖地震から学ぶ原子力発電所の耐震安全性の課題」 

  
 
「講演要旨」 
 
 

2007年 7月 16日の新潟県中越沖地震（MJMA6.8）は原子力発電所の極
近傍に発生 し、それにより発電所の建物・施設が震度 7の強震動の直撃を
受けた。原子炉の 基礎版で記録された地震動は耐震設計のために想定され
た地震動のレベルを最大で約 2.5倍も上回るものであった。原子力発電所の
被害については、変圧器の火災、貯蔵庫内のドラム缶の転倒、極微量では

あるが放射性物質の放出などはあったが、現在のところ、原子炉や原子炉

建屋など安全上重要な設備には目立った損傷はないと報告されている。こ

のように大きな地震が原子力発電所の近くで起こったのは国内のみならず

国際的にも初めてのケースで、日本の原子力発電所のみならず、地震国に

ある各国の原子力発電所の耐震安全性に大きな問題を投げかけた。今回の

地震を受けて、今後の原子力発電所の耐震安全性を確保するために検討す

べきことは何かについて議論したい。 
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